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 はじめに 皆さんも「海の理解者」になりましょう！ 

 

はじめて宇宙から地球を眺めたガガーリンは、地球は青かったと表現しました。それは、地球表面の約

七割を海が覆っているからに他なりません。私達の住む星は、地ではなく海が支配する「水の惑星」なの

です。ですから、人類は、海そしてその大部分を占める水とは無縁ではいられません。 

私達の生活を取り巻く最近のニュースでも、海底資源の発見（海底熱水鉱床・メタンハイドレ－ト な

ど），深海魚、ダイオウイカ、赤サンゴ、尖閣諸島、大型フェリーの沈没、捕鯨問題、魚類に関するワシ

ントン条約（ウナギ、マグロなど）、プラスチックゴミの海洋汚染、有害物質の生態濃縮などの話題が連

日報道されています。さらに、気象問題と思われがちな地球温暖化、エル・ニーニョ現象、大型台風の多

発なども海に直結する話題です。 

海で発生する現象や問題の多くは、本来多面的であり、水産学、生物学、法学、地学、経済学、歴史学

をはじめとする多くの分野が複雑に絡み合っています。「海という視点」から分野横断的に諸現象を理解

し、問題の解決を目指すのが本来の海洋学の姿であり、欧米ではそういったスタンスが 19世紀から貫か

れています。 

世界の環境異変が懸念される昨今。海の不思議に目を向けて正しく理解する事が、私達のみならず次世

代にも有益であると私は信じています。海洋国家日本は、その立地条件から考えて、世界をリードできる

絶好のポジションです。海洋学的視点から知的裾野を広げ、「海の理解者」を増やすことが、真の海洋国

家創生に繋がるのではないでしょうか。そうする事で、より良き地球環境が実現されるはずです。 

海洋学が総合科学であるとの根本理念を踏襲し、欧米で多数出版されている『海洋学』を参考に本書を

著しました。そのため、理科系や文科系などといった垣根は無く、海の不思議を解き明かすという視点か

ら自然現象を綴っています。海洋学に見られる分野横断型スタイルの必要性は、難問解決を見つけ出す

「スーパージェネラリスト」の発想に他なりません。 

総合科学だからこそ見えてくる、大規模な自然現象と海の役割そして史実の裏側に見え隠れする海の

存在は、わくわく感あふれる“アハ体験”そのものです。これまで無縁だと思えた現象群が、時空を飛び

越えて海洋へと繋がって行く光景を理解できた時の知的興奮は、海洋学の面白さを実感できる瞬間です。 

海洋国家日本を支える次世代の人々に、海洋学の面白さと有用性を一刻も早く気付いてもらえるよう

に、読者層として海洋学や地学を学んだ事の無い教養課程の大学生を想定しています。海洋学の内容を

全て網羅する事は出来ないので、グローバルスタンダードから逸脱しないように、私の経験も含めてテ

ーマを取捨選択しました。全体としては大学生のみならず、中・高校生にも楽しめる内容が含まれていま

す。 

本書は、海洋学における博物学的知識よりは、自然現象の因果関係に力点を置き、様々な海の疑問の解

説を 4章構成で試みています。 

第 1章では、人類の海洋進出を中心に、海洋に関する地理学、歴史学、地球科学、法学が含まれます。

第 2章では、海洋・大気・天体の相互作用を中心に、地球の温められ方や冷却方法、そして風や海流とい

った自然科学的側面を中心に解説しました。海そのものの物性や地球に関する理科系分野を主体として

います。第 3章は、海と海洋生物の基本的な関係に関して解説しました。そして、第 4章では、人類の発

展と海洋のかかわりを中心に、資源問題や海洋環境の悪化状況と保護の必要性について解説しました。 

全体を通して、皆様が海洋学を面白いと認識していただければ幸いです。そして、私達自身が水の惑星



に住む「すばらしい奇跡の一人である」と理解した上で、「閉鎖的環境の地球人として、背負うべき責任

の重さ」を感じ取っていただければ、本書が皆様にとって単なる教科書の枠を超えて、「海の理解者」へ

の第一歩を踏み出すガイドブックに変貌する事でしょう。 

  

2015年 8月                        

                              横瀬久芳 
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